
令和６年度福島県農業総合センター農業短期大学校学校評価表

経過・達成状況 評価 次年度の課題と改善方策

(1) 本県農業の復興を担う新規就
農者の育成と進路指導の強化

進路対策委員会
① 農林事務所や農業会議等との連携による適切な
就農情報の提供と進路指導対策の強化

〔目標指数〕
○進路確定率：100%
○就農者率　：45%
○進路希望調査（1学年）：1回
○進路に関する個別面談の実施：3回
　 　　〃　   三者面談の実施：2回
○合同企業説明会等への参加：延べ190人
○模擬面接指導等：延べ240回

・就農サポート支援員との連携の下、農林事務
所等と情報を共有しながら、農業法人等への就
農の意識付けを行った。
　
○自家就農者数：6名
○法人等就農者数：15名
○進路希望調査（夏期休業後）：1回
○進路に関する個別面談の実施:延べ135回
　 　　〃　   三者面談の実施:延べ30回
○模擬面接指導等：延べ184回
　　　（書類作成指導：述べ74回）
　　　（模擬面接指導：述べ111回）
○進路確定率：96%
○相双地域農業法人等視察相談会への参加
（9/15）
○ふくしま農業人フェア2023 for Studentsへ
の参加（11/20）

B

・就農サポート支援員との連携の下、学
生と農業法人等とのマッチング活動を強
化していく。
・就農受入可能な農業法人の掘り起こし
と就業環境の向上に向けた活動を強化し
ていく。

(2) 農業関連産業に関する情報収
集の強化

進路対策委員会
① 農業関連産業を含む企業等情報の収集と学生の
就職活動の意欲の高揚
○インターンシップ参加：延べ50人
○企業情報等の収集と提供：延べ50回

・農業関連産業を含む企業等情報の収集を行
い、学生はもとより校内全体で情報の共有を
図った。

○インターンシップ参加：延べ15人
○企業情報等の収集と提供：延べ51回 B

・1学年に対する、インターンシップ参
加誘導及び情報提供
・企業情報の収集と提供を継続して実施

(3) ハローワーク等、就活支援専
門家集団との連携強化

進路対策委員会
① １学年次からのきめ細やかな社会教育と進路指
導による学生の就業意識の定着
○専門家集団による講座の実施：11回

・2学年を対象とした農業法人等就農講座につ
いては、一般社団法人キャリア支援機構、ふく
しま生活・就職応援センターとの連携により計
4回（7コマ）講座を実施した。
・2学年を対象としたハローワークによる個別
面談を実施した（7名）。
・1学年を対象とした農業法人等就農講座開催
については「ふくしま生活・就職応援セン
ター」との連携により計7回（15コマ）講座を
実施した。あわせて、1学年19名に個別指導を
実施した。

○専門家集団による講座の集団：11回
○専門家による個別指導：26回

B

・専門家集団の連携を継続強化し、さら
に充実した内容の講座運営により、学生
の就業意欲の向上を目指す。
・ハローワーク、キャリア支援機構、ふ
くしま生活・就職応援センターとの連携
により、学生の状況に応じた個別対応を
実施していく。

主担当 具体的方策及び評価指標
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【視点１】
 経営基盤が十分な農家出身の学生
が少なく、基盤が弱小な兼業農家や
非農家出身の学生が多いことから、
例年、自家への就農率は低い傾向に
ある。
　このため、法人等への就農を目指
す学生を増加させるため、機会をと
らえて情報提供するとともに、関係
機関と連携の下、学生の就農意欲の
高揚を図り、教育目標である「実践
的な技術力と優れた経営力を備えた
地域のリーダーとなる農業者を育成
する」の達成を目指す。
　また、農業関連産業を含む企業等
への就業を目指す学生の指導は、進
路指導委員会を中心に、その他教務
職員と連動した指導体制を構築し、
学生の進路実現を目指す必要があ
る。

重点
目標

現状と課題 評価項目
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